
 シンポジウムのテーマ及び内容（案） 

 

これまで開催してきた、検討会、作業部会、講演会での議論の内容、ビジョン（50 年後の目指す

べき姿）については、屋久島世界遺産センターのホームページで公開してはいるが、島内の多くの

一般住民にあまり知られてされていないのが現状である。 

そこで、「屋久島山岳ビジョン」を島民はじめ、屋久島を訪れる一般の利用者や登山者にも知って

もらい、ビジョン実現の契機とするため本事業の最終年度となる本年度にシンポジウムの開催を予

定する。 

 

１．「屋久島山岳ビジョン」実現に向けたシンポジウムのテーマ及び内容 

シンポジウムでは、ビジョン作成に関わってきた、検討委員、検討会構成員及び関係者、一般の

利用者・登山者等に参加いただき、ビジョンを屋久島世界遺産・国立公園にかかわる方々の共通の

目標とし、実現に向けてそれぞれの立場で何ができるのか考えることを主要なテーマとする。 

シンポジウムの講演内容としては、屋久島を含め、これまで自然遺産は国際的に評価された価値

のみに注目される地域が多かったが、これから国内で自然遺産登録される地域や、世界の遺産地域

では、国際的に評価された自然の価値のほかにも、人と自然との歴史的な関係そのものも守り、後

世に伝えていくことを目指している地域もあることなどを紹介する。そして、屋久島でも山岳部は

島民にとってなくてはならない存在としてあり続けた歴史の事実があることから、これまでの人と

自然とのかかわりを踏まえつつ、屋久島の価値をより良い状態として、後世へ継承していくことの

重要性を再認識してもらうような内容を考えている。 

このため、講演者は、平成 28 年度より、「屋久島山岳ビジョン」作成に携わってきた、学識経験

者の吉田正人委員に依頼することを考えている。 

 

２．パネルディスカッションの内容 

パネルディスカッションでは、前述の講演を受けて、50年後の目指すべき姿を、屋久島世界遺産・

国立公園にかかわる方々の共通の目標とし、実現に向けてそれぞれの立場で何ができるのかを探っ

ていく。また、地元からの参加者に直接的及び間接的に関係するような内容として、ビジョンを実

現・継続するための管理体制や管理の担い手の確保、地域振興への効果、文化的な価値（林業遺産

や山岳信仰など）の保存、遺産登録後まだ解決できていない課題などの論点を織り込み、パネリス

トそれらの論点についてコメントし、参加者と質疑応答をしながら考えを深めていくことを予定し

ている。まずは、今回のシンポジウムで広くビジョンを知ってもらい、次のステップとして、地元

住民をはじめ関係者の積極的なビジョンへの関わりが進むような足掛かりとしたい。 

資料 ７ 



３．シンポジウムのプログラム（案） 

 

タイトル 「山を畏れ 山に学び 山を楽しむ～山・里・海の魅力あふれる屋久島～」 

屋久島の目指す姿の実現に向けたシンポジウム開催について 

テーマ 「屋久島山岳ビジョン」を屋久島世界遺産・国立公園にかかわる人々の共通の

目標とし、実現に向けてそれぞれの立場で何ができるのか考える 

日 時 令和 3 年２月、3 時間程度 

場 所 屋久島町総合センターホール（安房）を想定 

主 催 環境省九州地方環境事務所 

参加者 検討委員、検討会構成員及び関係者、一般の利用者、登山者等、島民 

内 容 １．開会、シンポジウム開催目的の説明 

 屋久島世界遺産・国立公園が目指すべき将来像とした「屋久島山岳ビジョン」

を実現するための、今後は具体的な取組を進めていくことになる。そこで、ビジ

ョンの策定を広く周知するとともに、屋久島山岳ビジョンが屋久島世界遺産・国

立公園にかかわる人々の共通目標として認識され、ひとりひとりがビジョンを実

現し、魅力あふれる屋久島をつくっていくためにできることを考える契機とする

ため、シンポジウムを開催する。 

 

２．ビジョンの概要説明 

 ビジョンの構成図に沿って、ビジョン作成の目的、ビジョン作成の前提となる

考え方、未来像・目標（50 年後の目指すべき姿）、未来像・目標を実現するため

の取組の方向性を示す。また、未来像・目標（50 年後の目指すべき姿）にむけて、

途中経過となる5年～10年後を見据えた、適正利用のための利用体験ランク設定、

（管理）目標・方針、施設の整備と維持管理と水準、利用者誘導と情報の提供、

モニタリング等について、説明する。 

 

３．講演 

国内外の自然遺産地域における自然と文化の関係を含めた管理などについて紹

介し、屋久島らしい自然的価値や文化的価値を再認識できるような内容とする。 

 

４．パネルディスカッション 

（コーディネーター：土屋委員、パネリスト：講演者、吉田委員、柴崎委員、ガ

イド、町、環境省…） 

 ビジョンを実現するためには、どうすべきか、何が必要なのかを探る。 

 

５．閉会 

 


